
『ウェルビーイング経営と
ウェルビーイングリワーク』

奥山 真司 先生
（トヨタ自動車株式会社 統括精神科医）

中島 公博 先生
（医療法人社団 五稜会病院 理事長・院長）

ハイブリット開催

2025年 5月 9日（金）19：00～21：00
（総会18：40～19：00 ※総会は会員のみの参加となります）

医療法人社団 心劇会
さっぽろ駅前クリニック 北海道リワークプラザ

（札幌市中央区北3条西4丁目1-1 日本生命ビル3階）

主催：北海道リワーク勉強会

北海道リワーク勉強会 第17回総会・講演会

～社内研修と院内リワークに活用可能なポジティブサイコロジー～

座長

演者

日時
場所

本研修では、愛知県内の大手自動車メーカーで行われているウェルビーイング
経営の具体的内容と成果についてお話しいただきます。その内容はウェルビーイ
ングリワークとしてリワークに取り入れることが可能で、当日は上記社内の研修
で行われているいくつかの内容をグループワークで体験することが出来ます。

対面/Webどちらでも参加できます。

-参加申し込み方法-

ご参加希望の方はQRコードから申し込みください。
（申し込み方法は別紙をご参照ください。）

Zoom参加の方は、後日事務局より視聴用URLをメールにて送付させていた
だきます。※申し込み／入金締め切りは4月30日18時まで

★産業医ポイント生涯研修実地2単位申請可（※実地参加の方のみ付与の対象となります）



別紙：参加の申し込みの流れ
第 17 回 北海道リワーク勉強会・講演会 

＜日時＞ 2025 年 5 月 9 日（金） 18：40～21：00   

＜総会＞ 18：40～19：00（総会は会員のみの参加になります）」 

＜特別講演（実地開催とライブ開催）＞ 19：00～21：00 ※質疑応答含む 

※産業医ポイント生涯研修実地 2 単位申請可（当日実地のご参加で付与対象となる予定です） 

『ウェルビーイング経営とウェルビーイングリワーク』 

～社内研修と院内リワークに活用可能なポジティブサイコロジー～ 

トヨタ自動車株式会社 統括精神科医 奥山 真司 先生 
＜参加費＞ 2,000 円 

※新規に北海道リワーク勉強会へ入会ご希望の方は、申し込みの際に入会希望の欄をご選択ください。 

なお、入会希望の有無による、費用負担の違いはありません。 

＜定員＞ 会場の都合により実地参加は定員 60 名、Zoom 参加は定員 90 名（先着順）とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Zoom を使用したオンライン講演（ライブ配信）は、スマートフォン、タブレット、個人 PC よりご視聴いた

だけます。Zoom で参加される方は講演会前に使用するソフト・アプリを予めインストールしていただけますと、

当日の視聴がスムーズになります。 

【参加費のお振込】 

お振込先：北海道銀行 札幌駅前支店（普通口座） 店番号：151 口座番号：1724281 

口座名義：北海道リワーク勉強会 代表世話人 横山太範 

※お振込人の欄には申し込み者のご氏名をご記載ください。ご入金後、5 月 1 日を過ぎても視聴 URL が

届かない場合は、お手数ですが事務局：齊藤、西村、佐藤（☎011-223-0556）までご一報ください。 

※お振込の際の『ご利用控』を領収書としてご使用ください。 

※一度ご入金いただいた会費の返金対応はしておりませんので、予めご承知おき願います。 

【参加申し込み～ご視聴までの流れ】 

 

 

 

 

 

申し込み

•北海道リワーク勉強会事務局が作成したQRコードから参加申し込みをお願いします
（QRコードでの申し込みが難しい方はsugimoto@satsueki-clinic.comまでご連絡下
さい。またその他お問い合わせは、大谷地病院（ 011-891-8830、FAX011-
891-3868）までお願いいたします。）

ご入金

•参加申し込みを行っていただいたのち、参加費をご入金（URL送付の手続きの都合上、

申し込み／入金の締め切りは7月16日18時までとさせていただきます）

URL送付

•実地参加の方は参加申し込みとご入金の両方が確認できれば手続きは終了です。
Zoomでの参加を希望される方は、視聴用URLをメールにてご送付いたします（共催の

Meiji Seika ファルマ株式会社より視聴用URLを送付いたします）

視聴

•講演会当日、視聴用URLにアクセスすると講演会をご視聴いただけます

（実地参加の方は直接会場へお越しください）
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